
  

  

  

  

  

  

   

  

  

  

                                        

 
 

あなたは １１ ８８   万万  ２２   ４４   ００   １１  番目の読者です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

前号までに 

お届けした 

枚数です。 

決算特別委員会の副委員長を務めました 

9 月議会では昨年度(＝20 年度)の決算審査を 

行いました。詳しくは次号で特集します。 

 

和光市議会 ９月定例会 報告その１ ～副市長を設置する準備はできました～ 

 

 9 月議会は、8 月 27 日(木)から 9 月 18 日(金)の 23 日間の会期で行われました。 

初日に審議が行われたのは「副市長定数条例」です。 
 
 現在、和光市には副市長はいません。（多くの自治体では設置されています。規模の大きな自

治体では、複数名設置する場合もあります。朝霞・志木・新座も 1 名ずつ設置されています。）しかし、

和光市では、前の市長の時代から「副市長を任命していない」ということではなく、  

副市長という役職が存在していませんでした。 
  
 そこで、「副市長の定数を 1 名とする」条例が提案されました。私は賛成の立場で

討論を行い、次のように述べました。 

 

 
 

松本 新市長が進める「和光市改革」に是々非々で 

臨むのはもちろんですが、新たに議会運営委員会の一員として、“身近な議会”の実

現のため議会改革を進めます。そして私個人の議員活動も改革し、   もっと皆さ

まの力になれるよう挑戦し続けます！ 

国政は大きく動き、地方分権は一層進む方向です。市内の 

自動車製造業が赤字決算となり、市民の暮らしも非常に厳しい

状況です。それらに伴い税収は減少し、財政の厳しさはさらに 

増しています。そのような時期だからこそ、副市長を含めた 

体制を築き、より良い市政運営に努めるべきです！ 

その後の採決の結果、全会一致で「可決」しました。 
 
 これによって、副市長を設置する準備が出来たことになります。今後、議会では  

具体的な人事案が提出された場合に、その選任の可否を審議することになります。 

 
◆井上 航 (わたる) の経歴◆ 
昭和５４年生まれ ３０歳  

平成１４年 立命館大学 法学部 環境生活法コース 卒業  

平成１４年 株式会社パソナ 入社 

平成１６年 株式会社ﾒﾃﾞｨｶﾙｹｱｰｽﾞ・ｼﾞｬﾊﾟﾝ 設立・入社 

平成１７年 営業譲渡で株式会社シグマスタッフに。 

平成１９年 和光市議会議員 初当選 （２,３４４票 第２位）  

◆現在の活動◆ 
【所属会派】  「新しい風」 

【委員会】   総務常任委員会 

         議会運営委員会 

※その他、朝霞地区４市が合同で、消防・し尿処理・ 

障がい者施設の管理をするための 

「朝霞地区一部事務組合」の議員を担当しています。 



3階

施設名称 主な事業

精神障害者小規模作業所 ★
作業（菜園、リサイクル製品）

生活訓練など 施設名称 主な事業

地域生活支援センター
障害児者がスポーツ、料理などを

通して社会参加の促進を目指す 高齢者福祉センター ★
介護予防、入浴、各種講座等

を行い、高齢者の福祉増進

1階 知的障害者授産施設 ★
パンの製造・販売、喫茶店の運

営、公園清掃、その他請負作業 地域活動支援センター ★
障害者の日常生活の基礎的な

訓練や創作活動、リハビリ等

2階

会議室（地域住民が利用可能）・防音室（バンド演奏など）・図書、展示スペース

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

和光市議会 ９月定例会 報告その２ ～補正予算のほとんどは国・県の補助金～ 

から 

一般会計の補正予算では 3 億 3,100 万円追加され、  

補正後の予算は 212 億 2,400 万円になりました。 

この補正金額の 3 億 3,100 万円の内訳は、 

・国の補助金 74％（金額にして 2 億 4,500 万円） 

 ・県の補助金  8％ （金額にして 2,800 万円） 

となっており、今回の追加分はそのほとんどが国・県 

の補助事業となっています。 

 

・子育て応援特別手当  ・新型インフルエンザ対策（マスク等購入） 

・市内循環バスに「郷土文化 PR のラッピング」 ・防災無線のデジタル化 
 
及び 市内の小学校・中学校への 

・地デジアンテナ設置  ・理科備品購入 ・電子黒板（各校 1 台） など 

・ 

そして、9 月議会で最も注目を集めたのが、総合福祉会館の中にある高齢者福祉  

センターの「指定管理者」を決定する議案です。 
 
普段あまり利用されない方のためにも、 

まずは基本的な説明から致します。 
 

総合福祉会館は、和光市と練馬区の 

境に近い外環道路の上部に建っている 

3 階建ての施設です。（※右地図＆写真参照） 
 
この総合福祉会館内には、様々な目的の 

施設が併設されており、下記の表のようになっています。 

 

 

※ 金額はわかりやすくするため、100 万円単位でお伝えしています。 

 

和光市議会 ９月定例会 報告その３ ～総合福祉会館各施設の次期指定管理者 決定～ 

から 

今回の補正では、和光市の税金の持ち出しは少なく済みました。しかし、

政権交代により、国の補正予算の見直し対象となり先送りされる可能性のあ

る事業もあります。（例：電子黒板） 国の動向を見守るとともに、本当にその

自治体に必要な事業を選択できるように一層の地方分権を期待します。 

 

「本当に必要？ 無駄にせず使えこなせるか？」と教育部へ確認を行いました。 



施設名称
現在の

指定管理者
再指定

 or 変更
次期

指定管理者
私の賛否 採決

高齢者福祉センター
ワーカーズ

コープ
変更

社会福祉
協議会

賛成 可決

地域活動支援センター 
ワーカーズ

コープ
変更

社会福祉
協議会

賛成 可決

精神障害者小規模作業所 耀の会 再指定 耀の会 賛成 可決

知的障害者授産施設
社会福祉
協議会

再指定
社会福祉
協議会

賛成 可決

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その結果、下記のように決定しました。 
 
 

 

以上が、4 施設の「指定管理」に関する議会決定までの報告です。しかし、今回の経

緯の中で、高齢者福祉センターの利用者の方から既存の指定管理者での継続を求める声

が多く寄せられました。ここから先は、私自身の耂え・経験も交えてお話しします。 

この 5 つの施設のうち、★印の付いた 4 つの施設が来年 3 月末で「指定管理」の

期限が切れるため、平成 22 年 4 月から 5 年間の新たな「指定管理者」を決めます。 

市が事業者を公募し、複数応募があった場合は「選定」を行います。選定の結果、    

選ばれた事業者を市議会が議決を行うことで、正式に事業者が決定するのです。 

 

 

 

 

今回寄せられた声の中で、何よりの願いは「この 5 年間、ワーカーズコープと共に築き上

げてきた体制やスタッフとの関係を評価されず、またゼロからやり直すのか？」ということ

だと思います。 

私も以前、介護施設で働く介護職員を派遣する仕事をしていました。だから職員の継続性

（＝慣れた職員さんがいてくれること）の大切さは非常によくわかります。一方で、入札や

プレゼンの結果、現在の事業者が新しい事業者に変わることも身をもって体験しています。 

私は、埼玉県のある市の公立特別養護老人ホームに介護職員 10 名（＝全職員の半数以上

に相当）を派遣していました。しかし、年度の切り替え時に「入札」によって、わずかな   

金額差で別の業者に決まってしまいました。私は、会社の売り上げが下がることはもちろん

気になりましたが、施設の半分以上の職員が入れ替わってしまうこと、そして派遣スタッフ

10 名の働き口がなくなってしまうことを大変心配しました。また、施設に入居している  

高齢者やそのご家族から「あの人たちを辞めさせないで」とお願いもされました。しかし、

市の入札で決定したことは覆りません。 

私自身、長く付き合いのあったスタッフさんと別れるのは寂しく、また会社の経営も厳し

くなりましたが、そこは利用者を第一に耂え、新たな受託業者へのスタッフの「移籍」を認

めました。スタッフさんもその施設で働くことを望んで、ほとんどの方が移籍を決めました。 

今回、新たな指定管理者の「和光市社会福祉協議会」も、「ワーカーズコープ」で働いて

いる方の受け入れも出来る限り対応する、と言っています。ワーカーズの職員の方が私の  

こうした経験と同じように、指定管理者が変わっても「引き続き高齢者福祉センターで    

働きたい」と言ってくださることを心より願いたいと思います。 

 

 

 



   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

  

    インターンを通して、政治家

ほどイメージと現実がかけ

離れている職業も珍しいな

と思いました。政治家の華や 

かな面ばかりがクローズアップされま

すが、政治家の仕事は、地味で気苦労を

伴う付き合いも多く、生半可な気持ちで

はつとまりません。多くの人に、政治家

という職業を知ってもらいたいです。 

   私にとってこのインターン  

シップは非常にいい経験に  

なりました。政治の世界を少し 

身近に感じるだけのつもりで

参加しましたが、様々な人と出会い、刺

激的な２ヶ月間でした。今回は短い期間

でインプットばかりだったので、これか

らはアウトプットしていくことも意識

して過ごせたらいいなと思います。 

8 月、9 月と受け入れを行なった学生インターン。駅立ち・

ポスティング・勉強会参加・議会傍聴など 2 ヵ月間、本当

に積極的に参加してくれました。 

２００９年・秋 ～井上わたるの活動報告～ 

から 

最近取り上げたブログのテーマ 

・視察報告 ～岐阜県多治見市の「財務条例」～  

・桜の里、見学   

・インターン生の感想 

・公職選挙法を考えるシリーズ  1～3 

・御礼！一期一会の茶話会 

・マニフェストサミット 2009  など 

発行元： 「井上わたると新しい和光をつくる会」 
 
 
 
 
 
ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ http://inouewataru.com 

 

平成 19 年 4 月の和光市議会選挙で私に希望を託してくださった方を探しています。 

活動報告をさせていただきたいのです。これまで「一人でも多くの方に届くように」と 

なるべく広い範囲への議会報告の配布を心掛けてきました。しかし、「まだ届けきれてい

ない」というのが、今の私の思いです。きちんと議会報告を行うことが、選んでくださっ

た方への最低限の責任と考えます。ご連絡をお待ちしております。（連絡先は下記まで） 
 

また、「当時は和光に住んでいなかった」「投票には行かなかった」けど、市政に関心を

持ったという方もご連絡ください。議会報告をさらに広めていけるように頑張ります！ 

携帯からはコチラ → 

http://inouewataru.blog.shinobi.jp   

 

http://inouewataru.blog.shinobi.jp/
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